
 

 

第
１
回
区
議
会
定
例
会
が
２

月
18
日
開
会
し
、
田
中
ま
さ
や

幹
事
長
は
、
19
日
の
本
会
議
で
、

日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表
し

て
、
長
谷
部
区
長
と
伊
藤
教
育

長
に
対
し
て
代
表
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
国
政
に
か
か
わ

っ
て
「
平
和
・く
ら
し
・安
全
に
つ

い
て
」
の
質
問(

要
旨)

を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 ⑴
改
憲
・
大
軍
拡
に
つ
い
て 

高
市
首
相
は
先
の
総
選
挙
後

の
記
者
会
見
で
、「
憲
法
改
正
の

賛
否
を
問
う
」
と
９
条
改
正
に

意
欲
を
示
し
、
安
保
３
文
書
の

改
定
、
30
兆
円
も
の
大
軍
拡
を

進
め
、
非
核
三
原
則
の
見
直
し

も
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
首
相
は
こ
う
し
た
中
身

を
選
挙
戦
で
語
っ
て
お
ら
ず
、

国
民
は
高
市
政
権
に
「
白
紙
委

任
状
」
を
渡
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

選
挙
の
結
果
、
圧
倒
的
多
数

の
議
席
が
自
民
党
政
治
に
の
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
選
挙
期

間
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
「
＃
マ
マ

戦
争
止
め
て
く
る
わ
」
と
の
投

稿
が
ト
レ
ン
ド
入
り
す
る
な
ど
、

多
く
の
国
民
は
改
憲
や
非
核
三

原
則
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま

せ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
戦
前
、
多
く

の
党
が
大
政
翼
賛
会
に
合
流
し

侵
略
戦
争
を
進
め
る
な
か
で
、

命
が
け
で
反
戦
平
和
を
貫
い
た

党
と
し
て
、
多
く
の
国
民
と
力

を
合
わ
せ
て
戦
争
国
家
づ
く
り

を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に
力
を

つ
く
し
ま
す
。 

憲
法
９
条
改
正
や
大
軍
拡
、

非
核
三
原
則
の
見
直
し
に
き
っ

ぱ
り
反
対
し
、
戦
後
80
年
の
平

和
国
家
と
し
て
の
歩
み
を
絶
や

さ
ず
、
対
話
と
外
交
に
よ
る
平

和
と
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立

つ
政
治
へ
と
転
換
す
る
よ
う
政

府
に
求
め
る
べ
き
で
す
。 

⑵
「
富
め
る
も
の
へ
の
課
税
」

で
、
消
費
税
減
税
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
に
つ
い
て 

２
０
２
５
年
毎
月
勤
労
統
計

調
査
に
よ
る
と
、
実
質
賃
金
は

前
年
比
1.3
％
減
少
し
12
カ
月 

第
１
回
区
議
会
定
例
会
開
会
・
・
・
田
中
ま
さ
や
幹
事
長
が
代
表
質
問 

区
民
の
願
い
届
け
、
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
優
先
、
住
民
が
主
人
公
の
区
政
へ 
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田中幹事長の代表質問の主な項目 

【主な項目】 

１．平和・くらし・安全について 

⑴改憲・大軍拡について 

⑵「富めるものへの課税」で、消費税減税、最低賃金引

き上げについて 

⑶羽田新飛行ルートについて 

２．２０２６年度予算について 

⑴くらし、福祉、教育最優先、住民が主人公の予算につ

いて 

⑵区独自の物価高騰対策について 

⑶区としての賃金の引上げ・公契約条例について 

⑷中小業者支援について 

⑸国保料の値上げ中止、１８歳以下の均等割ゼロについ

て 

⑹義務教育の保護者負担ゼロと高校生の交通費について 

⑺給付制奨学金の創設について 

３．住民が主人公のまちづくりについて 

⑴玉川上水旧水路緑道整備計画の抜本的見直しについて 

⑵幡ヶ谷２丁目・オリンパス跡地再開発について 

４．教育について 

⑴教育予算の増額、教員の増員と３０人学級について 

⑵「新しい学校づくり」整備方針について 

⑶幡ヶ谷社会教育館について 

５．保育について 

⑴保育士の処遇改善と保育士配置基準の拡大について 

６．防災対策について 

⑴災害による直接死ゼロについて 

⑵災害関連死ゼロについて 

⑶高齢者、障がい者の避難計画について  

以上 

 

まさや 
  

連
続
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。
年
金
も
実
質
減
額
で
、

く
ら
し
は
苦
し
く
な
る
一
方
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

高
市
政
権
は
、
賃
上
げ
目
標
は
放
棄
し
、「
積
極
財

政
」
の
名
で
国
債
を
乱
発
し
、
軍
拡
や
大
企
業
へ

の
ば
ら
ま
き
で
円
安
を
加
速
さ
せ
、
更
な
る
物
価

高
騰
を
招
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
高
額
療
養

費
の
上
限
引
き
上
げ
な
ど
で
11
兆
円
も
の
医
療
費

削
減
を
狙
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
く
ら
し
と
経
済
を
再
建
す
る

た
め
に
、
消
費
税
は
一
律
５
％
減
税
や
中
小
企
業

支
援
と
一
体
に
最
低
賃
金
を
１
７
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
た
め
、
不
公
平
税
制
を
た
だ
し
、
大
企
業

の
増
え
た
内
部
留
保
へ
の
課
税
で
財
源
を
つ
く
る

提
案
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
30
年
間
で
大
企
業
の

純
利
益
は
16
倍
、
株
主
配
当
は
10
倍
、
内
部
留
保

は
3.5
倍
も
増
え
て
い
る
の
に
、
実
質
賃
金
は
0.9%

マ
イ
ナ
ス
と
、
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
ま
し
た
。

大
企
業
・
富
裕
層
減
税
に
よ
っ
て
、
働
く
も
の
が

作
り
出
し
た
富
が
、
ご
く
１
部
の
大
株
主
と
大
企

業
に
集
中
す
る
不
公
正
を
正
し
、
富
め
る
も
の
へ

の
課
税
を
強
化
し
、
国
民
に
還
元
す
る
も
の
で
す
。 

大
企
業
の
法
人
税
実
効
税
率
を
中
小
企
業
並
み

に
引
き
上
げ
、
富
裕
層
へ
の
課
税
強
化
で
公
平
な

税
制
を
実
現
し
、
消
費
税
の
５
％
減
税
や
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
活
用
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
る

べ
き
で
す
。
区
長
に
伺
い
ま
す
。 

⑶
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て 

羽
田
空
港
新
ル
ー
ト
の
「
固
定
化
を
回
避
す
る
」

検
討
会
の
第
７
回
会
合
が
昨
年
12
月
に
開
か
れ
、

「
海
上
ル
ー
ト
の
実
現
可
能
性
を
追
求
す
る
」
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
省
の
担
当
者
は
「
海
上

ル
ー
ト
を
目
指
す
こ
と
に
か
じ
を
切
っ
た
」
と
説

明
し
た
も
の
の
、
従
来
ル
ー
ト
に
戻
す
こ
と
は
拒

否
し
ま
し
た
。
検
討
中
の
海
上
ル
ー
ト
案
は
、
滑

走
路
の
使
い
方
を
変
え
な
い
た
め
、
実
現
は
困
難

で
す
。「
空
か
ら
入
っ
て
空
に
出
る
」
従
来
ル
ー
ト

が
最
も
安
全
で
、
直
ち
に
実
施
で
き
ま
す
。
従
来

ル
ー
ト
に
戻
す
よ
う
国
交
省
に
求
め
る
べ
き
で

す
。
区
長
に
伺
い
ま
す
。 


